












【地形と流れ】
潮の干満によってできる流れは、地形によってその強

さが変化する。湾口や岬の先端では、流れが集まって

速くなる。遠浅の海底やせまい水路のような海底も

同じように速い流れをつくりだす。水面のようすや

周りの地形をよく観察すれば、気づくことができる。

【津波：地震が起きたら】
海岸や河川敷の近くにいる時に、強い地震や１分ほ

ど続く様な長い地震を感じた場合や、防災無線やサ

イレン、広報車による避難勧告や避難指示をきいた

らすぐに避難する。避難先はできるだけ標高の高い

山側の地域か、鉄筋コンクリートの製の堅牢な建物

の上層階に避難する。津波は繰り返し襲ってくるの

で警報や注意報が解除されるまで出歩かない。自動

車は渋滞の可能性があるので、できるだけ徒歩で避

難する。テレビやラジオで地震の状況を確認し、正

しい情報を得て冷静に行動する。

【潮の満ち引き】



活動中のトラブルを防ぐ
リスクは、活動の種類によっても変わります。
活動方法や道具にもリスクは隠れています。
他の活動をしている人とのトラブルや場所特
有の事情によるトラブルもあります。

【海の中に入る活動の場合】
海に入って行う活動、たとえばスノーケリングや波

遊びなどは、小さなトラブルがきっかけで溺水する

可能性がある。フローティングベスト（PDF）やウ

エットスーツなど、浮力のあるモノを最初から着用

したい。落水する可能性のある海辺の活動も同様だ。

【他の活動との接触】
利用しやすい海岸は、海辺のレクリエーションやス

ポーツのさかんなところが多い。たがいに上手に使

い分けをしないと、トラブルや事故がおきてしまう。

例えば、水上バイクと海水浴。水面下にいる人の体は、

水上バイクの運転席からは見のがしやすく、これが

事故の原因になっている。ウインドサーフィンが浜

から出入りする場合、波打ちぎわにいる人と接触し

たすい。このような場所の活動では、前もって利用

状況を調べたり、マリンスポーツの関係者に相談し

ておくとよい。



ライフジャケット
（PFDともよぶ）

ういて まて！
ピーエフディー
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